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試料の測色は，反射光は OFC-~80 Color Measuring System，透過光は MMP-~80 Co1or Measuring System によ
り行った。試料の色相，明度，彩度は L*a*b*表色法を用いて表した。試料の色調に相違があるかどうかは， L *, 
a *, b *の 3 次元座標である色空間における絶対距離で表される色の隔たり，すなわち色差を算出して判定し，値が
1. 2以上のものを異なる色調であるとした。
3 .方法
実験 1 として，オールセラミッククラウンを構成している個々のポーセレンを測色した。
実験 2 として，支台歯の色調がオールセラミッククラウンの色調発現に及ぼす影響を知るために，金属とポーセレ
ンで実験的に支台歯を作製し，これらを支台歯とした場合の試料の色調を，試料の彩度と厚さを変化させた場合につ
いて測色した。
実験 3 として，目標とする色調をもっオールセラミッククラウンを作製するために，ポーセレンの層構成を変えて
作製した試料を測色し，実験的に設定した目標色との聞に色差を認めない試料の色調発現の方法を検討した。
【結果と考察】
1 .耐火模型法でクラウンを作製するシステムは，ロストワックス法でクラウンを作製するシステムよりもポーセレ
ンの色調の分布範囲は大きくなっていた。これは前者では数種類のポーセレンが積層されることで個々のポーセレン
の色調が発現されにくくなっているのに対し，後者では加熱加圧成型を行うポーセレンインゴツトにより色調発現の
大部分が行われるので，この色調が発現されやすくなっているためであると考えられる。
2. 支台歯の相違がオールセラミッククラウンの色調に及ぼす影響は，耐火模型法でクラウンを作製するシステムで
は小さく，ロストワックス法でクラウンを作製するシステムでは大きく現れ，前者では支台歯の色調を考慮せずに色
調発現を行うことができ，後者では支台歯の色調を考慮、して色調発現を行う必要があった。これは厚さが小さいにも
関わらず，遮光性ポーセレンの影響が現れているためであると考えられる。
金属支台歯の場合のオールセラミッククラウンの色調は，ポーセレン支台歯の場合と比べて明度と彩度が大きく異
なっていた。これは前者では支台歯表面での光の反射が大きくなるのに対し，後者では支台歯内部への光の吸収が大
きくなるためであると考えられる。
支台歯の色調がオールセラミッククラウンの色調に及ぼす影響は，試料の彩度または厚さが増加した場合にそれぞ
れ小さくなった。これは試料の彩度や厚さが増加すると，試料内での光の吸収が大きくなるためであると考えられる。
3. 耐火模型法でクラウンを作製するシステムで目標とする色調を発現するには，クラウンを構成している各ポーセ
レンの色調を，数層にわたって変化させる必要があった。これはポーセレンの色調を単層で変化させただけでは，ク
ラウン全体の色調に反映されにくいためであると考えられる。ロストワックス法でクラウンを作製するシステムで目
標とする色調を発現するには，ポーセレンの色調と構成するポーセレンの厚さの比率を変化させる必要があった。こ
れはポーセレンの色調を変化させるだけでは色調の調整範囲が小さしクラウン全体の色調に反映されにくいためで
あると考えられる。
オールセラミッククラウンを構成する各ポーセレンは，エナメルポーセレンがおもに明度に，遮光性のポーセレン
とデンチンポーセレンが明度と彩度に影響を与えていた。これは前者が主に歯の透明感を付与するために用いられ，
後者が歯冠色そのものの色調を発現するために用いられることによると考えられる。
オールセラミッククラウンの色調発現では明度の調整が最も重要であり，明度を考慮した上で彩度を調整すること
により，目標色との聞に色差を認めない色調を発現することができた。これはポーセレンの色調変化が，明度の変化
として最も大きく現れるためであると考えられる。
【結論】
本研究の結果，オールセラミッククラウンの作製に用いるポーセレンの色調と，そのポーセレンがクラウン全体の
色調に及ぼす影響，および背景である支台歯の相違がクラウンの色調に及ぼす影響を明らかにすることができた。
-419-
目標とする色調との聞に差異を認めないオールセラミツククラウンの色調発現は，積層するポーセレンの種類によ
る明度と彩度の発現度合いと，支台歯の相違によるクラウンの明度と彩度の変化を考慮、した上で，ポーセレンの色調
や厚さを変化させて，おもに明度と，同時に彩度を増減させることにより行えることが明らかになった。
論文審査の結果の要旨
本研究は，オールセラミッククラウンにおいて，目標とする審美性を得る方法を，測色学的な面から検討したもの
である。
その結果，オールセラミツククラウンを構成する各要素と，外的な要因が色調発現に及ぽす影響をそれぞれ明らか
にすることができ，目標とする色調を発現することが可能となった。
以上から，オールセラミッククラウンの色調発現の機序が解明され，より容易な審美性の回復の可能性を示唆する
ことができ，本研究は，博士(歯学)の学位請求に値するものと認める。
-420-
